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バイオマスから発生するメタンを主とするガス（バイオガス）は、メタンガス濃度が約 60%

程度と工業用燃料と比べメタンが希薄である。このバイオガスに適合する燃焼技術の開発動向に

ついて、国内各社の取り組みを以下に紹介する。 

 

●アイシン精機のバイオガスコジェネシステム（6kW→1.5kW） 

 

2003 年に産総研とアイシン精機は共同で、バイオガス（メタン：60～65%、CO2：35～

40%程度）に対応したコジェネシステムを開発した。 

開発ベースとして、アイシン精機が販売する業務用小型ガスエンジンコジェネユニットを採用

し、空燃比を調整することで、通常は運転が難しいバイオガスのモデルガス（メタン 60%、CO2 

40%）での運転を実現した。これにより、6kW の発電と、排熱利用が可能であることを示した。 

2003 年 3 月からは荏原製作所のオンサイト型メタン発酵装置と組み合わせた実証試験を行

う予定としているが、結果については情報が得られていない。 

 

図．2003 年に産総研／アイシン精機が実証したバイオガスコジェネシステム 

（出典：産総研） 

 

最近では、2014 年からバングラデシュの農村部にて、1.5kW バイオガスエンジン発電シス

テムの導入実証をおこなっている。燃料は鶏糞をメタン発酵させたバイオガスで、水分と硫化水

素を除去したものを発電機に投入している。実証の結果から、メンテナンス間隔 6000 時間で

10 年以上の稼働ができ、3 万時間の耐久性が確保でき、発電効率は 25%を達成しているとし

ている。 



 
【No.789 国産の⼩型バイオガスエンジン】 

 
| 2 

UERI Opinion-----UERI Opinion-----UERI Opinion-----UERI Opinion-----UERI Opinion----UERI Opinion-----UERI Opinion-----UERI 

特に大きな課題であった脱硫器については、要求に見合うもの小型脱硫器を自社開発している。

これにより、アイシン精機は、エンジン、脱硫器、発酵槽といった要素すべてを含めた小型バイ

オガス発電プラントの総合的なエンジニアリング技術を有しているとしている。 

 

図．アイシン精機がバングラデシュで導入実証をした鶏糞バイオガス発電システム 

（出典：AISIN GROUP REPORT 2015） 

 この新興国向けの小型バイオガス発電システムの開発を進めたのは、アイシン精機イノベーシ

ョンセンター 企画・開発グループで、主担当 水野 智公氏、主査 久城 款氏、ハサン カムル氏

が進めたとされている。 

 

図．アイシン精機の小型バイオガス発電システムの開発メンバー 

（出典：AISIN GROUP REPORT 2015） 

 

●ヤンマーのバイオガスマイクロコジェネシステム（25kW） 

 

ヤンマーは 25kW のバイオガスコジェネシステムを販売しており、すでに国内での導入事例

が多くある。 

メタンガス濃度55～65%のバイオガスで、発電効率32%を達成。これに排熱利用が加わる。

25kW を最小単位として最大 30 台まで同一系統で管理できるため、25～750kW クラスのシ

ステムが柔軟に設計できるようになっている。 
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メンテナンスインターバルは 8760 時間あるいは 1 年間となっており、最長 15 年間の保守

メンテナンス契約も提供している。 

 

図．ヤンマーのバイオガスマイクロコジェネシステムの導入事例集 

（出典：ヤンマーHP） 

 

●大原鉄工所のバイオガス発電機（25kW～） 

大原鉄工所は、もともと雪上車等を開発しており、エンジン技術を持っていた。これを活かし、

小型・高効率のバイオガス発電機を開発している。 

発電効率は 34～35%で、25kW～506kW まで、幅広い種類が展開されている。 

市販の通常のディーゼルエンジンを改造した設計となっているため、導入コスト・メンテナン

スコストが低いことを標榜している。 

 

図．大原鉄工所のバイオガス発電設備の導入例 

（出典：大原鉄工所 HP） 
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